
次世代航空燃料「SAF」に生まれ変わります

使った油は、回収してリサイクル

廃食油などのバイオマス資源を原料とする、次世代の航空燃料です。

従来の石油由来の燃料と同等の性能を持ちながら、約60～80%のCO2排出量を削減。

持続可能でエコロジーな燃料「SAF」は、

これからの航空業界になくてはならないエネルギーとして注目されています。

SAF（Sustainable Aviation Fuel）とは？

ENEOSは国内最大規模（40万KL/年）のSAFプラントを和歌山に建設予定

回収した廃食油を「SAF」に再利用いたします

※1:廃食油：使用済み調理油
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※プラントの運転開始までは海外でのSAF製造や、国内での石鹸・インクへの再利用を行います。

ENEOS
和歌山SAF製造設備

CO2

60～80％
削減

従来のジェット燃料 SAF

植物 水蒸気・CO2

植物油・廃材 etc SAF

燃料利用

吸収

排出加工

水蒸気・CO2

石油 ジェット燃料

燃料利用

排出

OIL


